
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 29日（土）東京体育館に於いて、例年より早い、第 13回全日本インディアカト－ナメント大会が開

催されました。昨年の関東大会上位チ－ム 11チ－ムが参加しましたが、他県チ－ムがレベルアップして

きたのでしょうか？決勝トーナメント進出は 6チ－ムで、優勝 1チーム・準優勝 1チームと健闘され、来年

度に期待したいと思います。尚埼玉県審判団の皆さんご苦労様でした。 

インディアカ   平成２9 年 6月３日発行 

埼玉県インディアカ協会 会長 小島信昭 
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決勝トーナメント
進出（埼玉県）

予選リーグ
参加（埼玉県）

チーム名 所属 チーム名 所属 チーム名 所属 チーム名 チーム名

日の出メンズ 福島県 ひまわり

ルビ－ 沖縄県

ザ・イ－ズ 埼玉県 HAYATE

COLOR 愛知県

ベルジュ 静岡県 びたみん

ガッツ2001

ひまわり 埼玉県 プラスワン

すずらんＦＣ 千葉県

ラッキ－ステップ 東京都 黒鷲

ナイン 埼玉県

男女
混合

藤ハピネス 愛知県 壱王 新潟県

シニア
男女
混合

NEXUS 愛知県 スクランブルF-1 福島県

シニア
女子

ブラックナック 愛知県 天元 埼玉県

男子 HAYATE 埼玉県 H(アッシュ） 愛知県

３位

女子 マドマックス 愛知県 栗原レディ－ス 宮城県

種目
優勝 準優勝



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナイスアタック 
 

審判員ご苦労様です 
 

ナイスアタック 
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3位 ザ・イーズ 3 位 ひまわり 3位 ナイン 

応援スタッフの皆さんお疲れ様です

総  合  開  会  式 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月30日東京体育館に於いて

101 チームの参加でおこなわ

れました。毎年恒例の 8グル

－プによる色分けでしたが、

参加チ－ム数の減少や年齢を

細かく分けたことで、コート

によって試合数が 3・4・5試

合と不公平感が残る大会とな

りました。今年の色別優勝は

ピンクチ－ムでした。来年度

は試合方法を検討して頂きた

いと願っています。 ☆29年度も恒例色別シリ－ズ交流大会☆ 

101チームの参加で 8色の色別に分かれ試合が行われる。優勝はピンクでした。 
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平成 29 年度より広報部は 4 月より新たなメンバ－となりスタ－トしました。県協会と各市町をつなぐ

情報誌、広報誌として部員一同頑張ってまいります。これからも大会、講習会等で埼玉の腕章を付けた

姿をお見かけしたら気楽にお声掛け下さい。 

巻島清司 柳田憲夫 鶴巻篤子 栗原一雄 矢尾板勲 相馬誠一 平本伸子 長島弘明 白井義数                          

06 月 11 日 Ｃ級認定講習会 （白岡市） 

06 月 18 日 Ｃ級認定講習会 （三芳町） 

07 月予選会 2 日南部・9 日東部・西部・北部 

08 月 05 日 中央大会抽選会（県民活動センタ－） 

08 月 27 日 中央大会 （桶川サンアリ－ナ） 

09 月 24 日 シニア大会 （幸手市） 

 

第 4 条第 4 項 2（Ｐ9） 

競技服に表示する番号は、1 番～99 番の範囲で競技服と対照的な色合いにし、その大きさは、胸 

部は天地 10ｃｍ以上で字幅は 2ｃｍ以上。背部は天地 15ｃｍ以上で、字幅は 2ｃｍ以上とする 

第 4 条第 4 項 3（Ｐ9） 

競技者は、手の指のテ－ピング、肘当て、膝当てを装着することができる。 

第 5 条第 1 項 4（Ｐ9） 

主将（キャプテン）は、サ－バ－順の確認をすることができる。 

第 7 条第 1 項 1（Ｐ12） 

試合の開始に先立ち、主審は両チ－ムの主将にジャンケンを行わせる。ジャンケンに勝ったチ-ム 

の主将は次の一つを選ぶ。 

1、サ－ビスを選ぶ権利（サ－ブあるいはレシ－ブ） 

2、コ－トを選ぶ権利。 

第 7 条第 1 項 2（Ｐ12） 

ジャンケンに負けたチ－ムの主将は、残っている一つの権利を得る 

第 8 条第 1 項 3（Ｐ14） 

  ブロックプレ－を除くチ－ムの 2 人の競技者が同時にインディアカボ－ルに触れたときは、2 回 

  タッチしたものとして数える。その後のプレ－はそのいずれかの競技者が続いてインディアカボ

－ルに触れてよい。 

第 9 条第 2 項（Ｐ16） 

  ネットに引っ掛かり静止したインディアカボ－ル 

  インディアカボ－ルがネットに引っ掛かり静止した場合は、ノ－カウントとしてやりなおしとす

る。ただし、4 回目の打球については、失敗とする 

第 9 条第 6 項 2（Ｐ17） 

  オ－バ－ネット 

1. 競技者は、相手側コ－トのインディアカボ－ルに触れることはゆるされない（ネット下も同様

である） 

2. 競技者は、アタックヒットの後、その手がネットを超えて出ることは許される。 
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